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ボランティア活動センター

千葉大学校友会とは
千
葉
大
学
校
友
会
は
、
元
学
長

磯
野
可
一
氏
の
発
案
で
平
成
14
年

に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま

で
あ
ま
り
交
流
の
な
か
っ
た
学

部
同
窓
会
を
横
に
ま
と
め
、
大

学
内
外
で
団
結
し
、
千
葉
大
学

と
同
窓
生
と
の
情
報
交
換
や
連

携
協
力
を
緊
密
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
同
窓
会
、
ひ
い
て
は
大
学

の
発
展
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

表 紙 写 真

学生 教員 職員

男 女 男 女 男 女

登録完了者 200 68 109 6 1 6 10

登録準備中 42 13 25 0 0 2 2

場所 件数 主な活動内容

岩手県
遠野市、陸前高田市 108

宅地清掃、がれき仕分け・撤去、
牡蠣養殖いかだ製作　など

宮城県
仙台市、石巻市、

気仙沼市
45

清掃活動、雑草取り、
ブルーベリー苗木指導講習会開催、
コミュニティーガーデン整備　など

福島県
三春町 51

学校行事（運動会）支援、放射線教育、
児童心理ケア

新潟県
十日町市 105 農業支援

千葉県
旭市 1 介護老人施設支援

佐倉市 1 要望聞取り、レクリエーション
その他
合計 311

　ボランティア活動支援センターは、昨年3月末、東日本大震災をきっか
けにボランティア活動を行う学生・教職員を支援することを目的として
設置されました。それ以来、センターでボランティア登録をした人を主
な対象として、ボランティア活動の企画、ボランティア募集情報の提供、
活動用品の貸与・支給などの支援活動を行っています。またこのような
物質的なサポートの他、活動前の研修や活動後の振り返り、交流会など
を通して、不安を取り除けるような精神的サポートも行っています。昨年
度は、8・9月に企画した2回の被災地へのボランティアツアーに、計72
人の学生・教職員が参加した他、延べ1000件以上の被災地支援活動が
センターに報告されました。
　センターでは今後、求められる被災地支援のあり方の変化に合わせて、
福島県の富岡小・中学校を継続的に支援していく方針で、これまでに現地
の豆まき行事への参加や運動会のお手伝いなどの活動を行いました。
　また今年3月、1年間にわたる千葉大学の被災地支援活動をまとめた
冊子『3.11を想う‐東日本大震災と若者たち‐』を発行いたしました。
ボランティア活動支援センターのホームページからも閲覧することが
できますので、ぜひご覧ください。

ボランティア活動センターについて



な
り
ま
す
。

　

研
究
成
果
に
つ
い
て
は「
ネ
イ
チ
ャ
ー

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」（
英
科
学
誌
オ

ン
ラ
イ
ン
版
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
芸
学
部
は
、明
治
42
年
に「
千
葉

県
立
園
芸
専
門
学
校
」と
し
て
創
立
さ

れ
、そ
の
後「
千
葉
県
立
高
等
園
芸
学
校

（
大
正
3
年
）」、「
官
立
千
葉
高
等
園

芸
学
校（
昭
和
4
年
）」、「
千
葉
農
業

専
門
学
校（
昭
和
19
年
）」と
改
称
さ
れ

た
の
ち
、現
在
に
至
り
、平
成
21
年
に

創
立
後
、満
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
記

念
事
業
と

な
る
、
記

念
館
「
戸

定
个
丘
ホ
ー

ル
」が
松
戸

キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
完
成

し
ま
し
た
。

　
「
鍵
の
な
い
夢
を
見
る
」で
、第

１
４
７
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
辻
村

深
月
さ
ん
は
、教
育
学
部
を
２
０
０
２

年
3
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、小
説
を
書
き
続
け
る
た
め
、

故
郷
の
山
梨
県
に
戻
り
、団
体
職
員
と

し
て
働
き
な
が
ら
、２
０
０
４
年「
冷
た

い
校
舎
の
時
は
止
ま
る
」で
第
31
回
メ

フ
ィ
ス
ト
賞
を
受
賞
し
て
デ
ビ
ュー
。

　

直
木
賞
に
は
、第
１
４
２
回「
ゼ
ロ
、ハ

チ
、ゼ
ロ
、ナ
ナ
」、第
１
４
５
回「
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
殺
人
ク
ラ
ブ
」で
候
補
に
上

り
、今
回
の
受
賞
は
３
度
目
の
正
直
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
32
回
吉
川
英
治
文
学
新

人
賞
を
受
賞
し
た「
ツ
ナ
グ
」は
、映
画
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
学
部
卒
業
生
の
辻
村
深
月

さ
ん
が
、第
１
４
７
回
直
木
賞

を
受
賞
し
ま
し
た

the events of recent times

　

大
学
院
融
合
科
学
研
究
科
の
山
田

豊
和
特
任
准
教
授
と
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル

ス
ル
ー
エ
工
科
大
学
の
宮
町
俊
生
博
士

な
ど
を
中
心
と
し
た
国
際
共
同
研
究

チ
ー
ム
は
、ナ
ノ
分
子
中
の
鉄
原
子
１
個

に
情
報
の
記
録
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

実
証
し
ま
し
た
。

　

情
報
を
記
録
す
る
素
材
と
し
て
は
、

一
般
的
に
磁
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
チ
ー
ム
は
、２
０
０
９
年
に
、物
質
を

構
成
す
る
最
小
単
位
で
あ
る
原
子
１
つ

か
ら
な
る
磁
石
の
開
発
に
成
功
し
て
い

ま
し
た
が
、実
用
化
に
は
不
安
定
な
状

態
で
し
た
。

　

今
回
、鉄
原
子
の
周
囲
を
炭
素
な
ど

で
覆
っ
て
、＂
ナ
ノ
分
子
化
＂す
る
こ
と
で

安
定
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
判
明
し
た

の
で
す
。

　

こ
れ
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、世
界
最

小
の
磁
気
記
録
メ
モ
リ
と
な
り
、今
後
、

低
コ
ス
ト
で
コ
ン
パ
ク
ト・
省
エ
ネ
な
情

報
端
末
の
開
発
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に

千葉大学の最近の動きをご紹介いたします。千葉大学の最近の動きをご紹介いたします。千葉大学の最近の動きをご紹介いたします。

千
葉
大
学
な
ど
を
中
心
と
し
た

国
際
共
同
研
究
チ
ー
ム
は
、世

界
最
小
の
磁
気
記
録
メ
モ
リ
の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た

園
芸
学
部
１
０
０
周
年
記
念
館

戸
定
个
丘
ホ
ー
ル
が
完
成
し
ま

し
た

直木賞を受賞した辻村さん
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本
学
と
大
学
間
協
定
を
締
結
し
て

い
る
台
湾
の
成
功
大
学
に
お
い
て
、20

大
学
が
招
待
を
受
け
、創
立
80
周
年
を

記
念
し
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。小
野
寺
道
昭
氏（
法
経
学
部

４
年
）、高
橋
翔
氏（
法
経
学
部
３
年
）、

林
佳
志
乃
氏（
教
育
学
部
２
年
）森
島

円
氏（
教
育
学
部
１
年
）の
陸
上
部
４

名
が
参
加
し
、見
事
３
位
に
入
賞
と
な

り
ま
し
た
。

た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、遺
伝
子
組
換
え
が
持
つ
品

種
改
良
技
術
と
し
て
の
優
れ
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
も
の
で
、今
後
は
、さ
ら

に
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
品
種
の
青
い

花
の
開
花
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
事
業
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
に
積

極
的
に
挑
戦
し
活
躍
で
き
る
人
材
育

成
を
図
る
た
め
の
大
学
教
育
の
体
制

整
備
推
進
事
業
に
、文
部
科
学
省
が
重

点
的
に
財
政
支
援
を
行
う
も
の
で
、本

学
が
申
請
し
た
Ａ
タ
イ
プ
は
大
学
全

体
で
設
定
目
標
の
達
成
を
目
指
す
取

組
み
で
、実
施
期
間
最
大
５
年
間
、年

間
補
助
金
額
の
上
限
は
２
億
６
千
万
円

（
本
学
入
学
定
員
の
場
合
）と
い
う
事

業
で
す
。世
界
を
先
導
す
る
教
育
・
研

究
を
促
進
す
る
大
学
を
目
指
す
、「
グ

ロ
ー
バ
ル・キ
ャ
ン
パ
ス・千
葉
大
学
」に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　

ダ
リ
ア
に
は
、青
い
花
の
品
種
が
な
く
、

バ
ラ
と
並
ん
で
欧
米
で
は
不
可
能
の
代

名
詞
と
さ
れ
て
お
り
、育
種
家
や
生
産

者
の
長
年
の
夢
で
し
た
が
、今
回
、遺
伝

子
組
換
え
に
よ
り
、世
界
で
初
め
て
青

色
の
花
色
を
も
つ
品
種
の
作
出
に
成

功
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
は
、大
学
院
園
芸
学
研
究

科
植
物
細
胞
工
学
研
究
グ
ル
ー
プ
の
三

位
正
洋
教
授
及
び
大
学
院
生
の
大
谷

祐
子
さ
ん
ら
が
、ツ
ユ
ク
サ
由
来
の
青
色

遺
伝
子
を
ダ
リ
ア
の
培
養
細
胞
に
導

入
し
、個
体
再
生
お
よ
び
開
花
に
至
っ

　

環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン

タ
ー
は
、福
島
県
富
岡
町
の
４
小
中
学

校
が
統
合
し
た
仮
設
学
校
に
、理
科
の

授
業
や
食
育
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、小
型
の
植
物
工
場
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
植
物
工
場
は
、本
学
が
三
協
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
、三
井
不
動
産
、み
ら
い（
本
社

松
戸
市
）と
共
同
開
発
し
た
も
の
で
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
光
合
成
を
さ
せ
、コ
ン

ピ
ュー
タ
で
生
育
環
境
を
管
理
す
る
こ

と
で
、月
に
80
～
90
株
の
レ
タ
ス
や
サ
ラ

ダ
菜
の
水
耕
栽
培
が
可
能
で
す
。

　

運
営
期
限
は
、２
０
１
３
年
3
月
末

ま
で
で
す
が
、問
題
が
な
け
れ
ば
そ
の
後

も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

the events of recent times

仮設の学校に設置された1坪の小型
植物工場「みらい畑学校バージョン」

表彰される千葉大学チーム

大和姫の組換え体とピンクの八重品種と交配してできた
八重の青花個体

植
物
細
胞
工
学
研
究
グ
ル
ー

プ
の
三
位
教
授
ら
が
青
色
の
ダ

リ
ア
の
作
出
に
世
界
で
初
め
て

成
功
し
ま
し
た

千
葉
大
学
は
、文
部
科
学
省
平

成
24
年
度
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
推
進
事
業（
Ａ
タ
イ
プ
：
全
学

推
進
型
）に
採
択
さ
れ
ま
し
た

福
島
の
仮
設
の
小
中
学
校
に

小
型
の
植
物
工
場
を
設
置
し

ま
し
た

台
湾
の
成
功
大
学
80
周
年
記

念
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
千
葉
大
学

陸
上
部
が
３
位
入
賞
し
ま
し
た
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千
葉
大
学
環
境
報
告
書
２
０
１
１ 

は
、第
15
回
環
境
報
告
書
賞（
東
洋
経

済
新
報
社
、グ
リ
ー
ン
リ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
）公
共
部
門
賞
受
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、環
境
報
告
書
２
０
１
１

の
編
集
長
を
務
め
た
鈴
木
富
美
子（
文

学
部
3
年
）氏
が
代
表
と
し
て
出
席
し
、

東
洋
経
済
新
報
社
の
柴
生
田
晴
四
代

表
取
締
役
よ
り
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

本
学
の
環
境
報
告
書
は
、原
案
作
成

か
ら
編
集
作
業
ま
で
を
千
葉
大
学
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
生
委
員
会
の
環
境
報
告

　

医
学
部
附
属
病
院
は
、東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
被
災
地
及
び
被
災
さ

れ
た
方
々
へ
の
医
療
支
援
活
動
に
よ
り

被
災
地
の
復
旧
復
興
に
大
き
く
貢
献

し
た
と
し
て
、森
田
健
作
千
葉
県
知
事

よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
病
院
は
、現
在
も
全
国
の
国
公
私

立
大
学
病
院
と
連
携
し
、被
災
地
に
お

い
て
、特
に

医
師
の
不

足
し
て
い
る

医
療
機
関

を
対
象
に

専
門
医
の

長
期
派
遣

を
行
う
な

ど
、精
力
的

な
支
援
活

動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

医
学
部
の
山
中
湖
村
夏
季
診
療
グ

ル
ー
プ
が
、50
年
以
上
に
わ
た
り
登
山

者
の
救
護
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き

た
と
し
て
、山
梨
県
の
横
内
正
明
知
事

か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
32
年
に
山
梨
県
は
富
士
山
7

合
目
救
護
所
を
開
設
し
、本
学
医
学

部
に
そ
の
運
営
を
託
し
ま
し
た
。も
と

も
と
地
元
の
無
料
診
療
所
と
し
て
医

学
部
山
中
寮
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、山
中
寮
の
Ｏ
Ｂ
医
師
と
学
生
が
共

同
で
取
組
み
、平
成
16
年
か
ら
は
、Ｏ
Ｂ

の
大
島
医
師
が
代
表
を
務
め
る
山
中

湖
村
夏
季

救
護
医
師

団
と
学
生

と
の
共
同

と
い
う
形

で
こ
の
活

動
を
受
け

継
い
で
き

ま
し
た
。

the events of recent times

書
班
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
が
担
っ
て

お
り
、多
く
の
学
生
が
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
際
し
て
も
、審
査
員

講
評
と
し
て「
学
生
が
主
体
的
に
参
加

し
て
い
る
活
動
が
わ
か
り
や
す
く
開
示

さ
れ
て
お
り
、質
量
と
も
に
優
れ
て
い
る
」

こ
と
が
特
に
評
価
さ
れ
た
点
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

S
E

E
D

S

基

金
寄
附
記
念

品
と
し
て
、３

種
類
の
ピ
ン

バ
ッ
チ
を
作
成

い
た
し
ま
し
た
。

　

５
千
円
以
上

の
ご
寄
附
を
い

た
だ
い
た
方
に

は
、そ
の
中
か
ら
1
種
類
、ま
た
、５
万

円
以
上
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に

は
、プ
レ
ミ
ア
ム
額
装
セ
ッ
ト
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
す
。

環境報告書デザインを担当した
後藤武臣さん（左）と鈴木編集長

横内山梨県知事（左から4人目）、大島医師団代表（右から4
人目）と医学部学生及び地元関係者

感謝状を授与する森田千葉県知事

山
中
湖
村
夏
季
診
療
グ
ル
ー

プ
が
山
梨
県
知
事
か
ら
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た

医
学
部
附
属
病
院
が
、千
葉
県

知
事
よ
り
東
日
本
大
震
災
に

係
る
知
事
感
謝
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た

千
葉
大
学
環
境
報
告
書
２
０
１
１

が
、第
15
回
環
境
報
告
書
賞
公

共
部
門
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

S
E
E
D
S

基
金
に
ご
寄
附
い
た
だ

い
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
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100球無料
サービス
100球無料
サービス

千葉大学校友会限定

一般財団法人

同 仁 会

おかげさまで80周年

一般財団法人

〒260-0856
千葉市中央区亥鼻 1-8-1
千葉大学医学部附属病院内
TEL：043-227-5920
http://www.dojinkai.org/

当会は医学振興や社会文化向上に寄与するため、千葉大学における
医学研究への助成及び患者様や教職員の皆様の利便性に資するため
多様な施設・設備をご利用頂けるよう努めて参ります。

同仁会

100球無料
サービス
100球無料
サービス

千葉大学校友会限定

有 料 応 援 広 告

私たちは千葉大学を応援しています
※有料広告を募集しています。校友会事務局までお問合せください。

自然科学研究科同窓会の休会について
　平成18年3月に発足した自然科学研究科同窓会は、
平成19年4月、自然科学研究科が、理学研究科、工学
研究科、園芸学研究科および融合科学研究科の４研
究科に改組された後も自然科学研究科に所属する大学
院生が多数在学しているため、同窓会を維持しておりまし
た。しかし、改組により所属教員による運営が行えず、業
務の多くは、指導教員の所属していた基礎学部である理
学部、工学部および園芸学部の各同窓会に頼ることとな
りました。
　平成19年度に、自然科学研究科同窓会役員会は、新
しい同窓会のあり方について検討を重ねた結果、平成
23年度を目途に理学部、工学部および園芸学部の同窓
会に業務をお引継ぎいただくのが最善であるとの結論に
達し、自然科学研究科同窓会を休会にすることにいたし
ました。
　併せて、自然科学研究科同窓会は、平成24年度の校

友会総会をもちまして、校友会を退会することになりました。
　なお、このことは、理学、工学、園芸学、融合科学研究
科の４研究科長の協議機関である自然科学研究科ア
ソシエーションの平成23年11月例会でご承認いただい
ております。
　短い活動期間でしたが皆様のご協力とご寛容に深く
感謝いたします。
　今後は、会員の皆様の情報交換の場を理学部、工学
部および園芸学部の各同窓会にお移しくださいますよう
お願いいたします。
　会員の皆様で、どの学部の同窓会に所属するのかご
不明のかたは校友会事務局までお問い合わせください。

自然科学研究科同窓会

幹事長  大橋 一世

切り取ってお持ちください 切り取ってお持ちください

切り取ってお持ちください 切り取ってお持ちください

サービスクーポン券 サービスクーポン券
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U
niversity Library

平
成
24
年
３
月
16
日
千
葉
大
学
附
属
図

書
館
本
館
は
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、新
し
く
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

「
考
え
る
学
生
の
創
造
」を
目
指
し
て
、個

人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
快
適
に
学
習
で

き
る
空
間
、学
習
を
支
援
す
る
た
め
の
教

員
、図
書
館
員
、ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
等
の
人
的
サ
ポ
ー
ト
、学
習
に

必
要
な
様
々
な
図
書
、電
子
資
料
、動
画

等
も
含
め
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
新

し
い
学
習
環
境
で
す
。

附
属
図
書
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

N棟正面

千葉大学校友会報 No.67 千葉大学校友会報 No.57



図書館に入って、カウンター前の階段から
上がるN棟2階は、自由なグループ学習の
ための空間です。机、椅子、ホワイトボード
等を自由に組み合わせて勉強する姿が見
られます。

増築された新しい図書館の正面です。玄関は、写真の左端にある自動扉で
す。玄関に続く１階南側ガラス面は全面開放が可能です。内部にあるプレゼ
ンテーションスペースでイベント時はとてもオープンな雰囲気になります。

N棟4階には、ガラス張りのグループ学習室が4室、研究個室
が8室あります。グループ学習室は机を簡単に並べ替えること
ができ、ホワイトボードやプロジェクター、パソコン等も利用で
きます。話し声は外へ響かず、集中してディスカッションができ
ます。透明な隔壁や各階のオープンな空間で学習する姿を見
ることにより、学習への意欲を喚起する構造としています。

学生用の教育用端末約５０台を設置しています。個人用の普通
サイズのディスプレイの他に、グループで同じ画面を見ながら勉
強できる大型ディスプレイも用意されています。

N棟 2F N棟 1F開放シーン

N棟 4Fグループ学習室

N棟 3F

附属図書館、ご案内

千葉大学校友会報 No.6 8



L 棟 K 棟

N 棟

入 口

I 棟

プレゼンテーションスペースはN棟1階のエントランスホール横の開
放空間で、授業が行われることもあり、他学部の授業を体験するこ
とができます。写真は工学部建築設計の発表授業の風景です。お
昼休みに「1210あかりんアワー」というイベントを定期的に実施し
ています。この中の「教員が研究の楽しさを語る」シリーズで、普段
なかなか聞けない先生の研究分野の解説を聞いたり、「千葉大人
の意外な一面を発見する」シリーズで、弦楽四重奏、雅楽演奏、謡
のパフォーマンス等を視聴したりします。またこうした催しの参考資
料をN棟の書架（ブックツリー）に展示し、新たな興味と学習のきっ
かけを提供しています。

N棟各階の窓際にはゆったりした個人閲
覧席が設けられており、南側にある語らい
の森の樹々が階ごとに違った風景を見せ
ます。N棟はどこでも無線LANを利用する
ことができます。

N棟 2・4F窓側閲覧席

N棟 1Fプレゼンテーションスペース

附属図書館本館平面図

新規オープンに際し、南のN棟と東のI棟
を増築しました。N棟は、静寂を基本とす
る従来の図書館空間とは異なる、対話
型コミュニケーションを促す学習空間と
して学生が自由に使いこなしています。I
棟は研究開発、コンテンツ制作のための
設備を設けた研究棟です。西のL棟（新
館）、北のK棟（旧館）には、図書と雑誌
バックナンバーの書架が並び、静寂な空
気の保たれた学習空間となっています。

卒業生は、千葉大学附属図書館の資料の利用や貸出ができます。開館日程や
サービス内容等についてはホームページをご確認ください。また、新規オープ
ンに際し、入館時に利用カードが必要になりました。利用カードがない方は、入
館ゲート脇のインターフォンを使ってカウンター職員に声をかけてください。
また、継続的に利用する場合は利用カードの申し込みができますので、カウン
ター職員にお尋ねください。

附属図書館URL:

http://www.ll.chiba-u.ac.jp/
アカデミック・リンク・センターURL:

http://alc.chiba-u.jp/
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１
．Ａ
Ｂ
Ｃ
と
移
動
図
書
館

～
多
感
な
学
生
時
代
～

　

埼
玉
県
立
熊
谷
高
校
を
卒
業
し
て

人
文
学
部
法
経
学
科
に
入
学
し
た
の

が
１
９
７
４
年
４
月
。法
経
学
部
同
窓

会
の
理
事
・
学
年
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ

て
33
年
振
り
に
訪
れ
た
西
千
葉
は
一

変
し
て
い
た
。木
造
平
屋
だ
っ
た
駅
舎

は
立
派
に
な
り
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
も
新

た
な
研
究
棟
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。

　

学
生
時
代
は
、Ａ
Ｂ
Ｃ
と
移
動
図

書
館
で
語
ら
れ
る
。今
振
り
返
る
と
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
磨
く
時
間
が
山
ほ
ど

あ
っ
た
。Ａ
は
、Arbeit
（
ア
ル
バ
イ
ト
）。

卒
業
生
便
り

人生
　七転び
　　八起き

Ｂ
は
、Benkyo

（
勉
強
）、Ｃ
は
、Club

（
ク
ラ
ブ
活
動
）。そ
し
て
、移
動
図
書

館
と
は
自
宅
か
ら
２
時
間
20
分
の
通

学
時
間
中
に
利
用
し
た
約
１
０
０
分

の
電
車
内
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
は
、未
成
年
は
勉
学
に

専
念
せ
よ
、と
い
う
親
の
方
針
も
あ
り

１
・２
年
次
は
休
日
の
み
。最
初
の
バ

イ
ト
は
、自
宅
近
く
の
ゴ
ル
フ
打
ち
っ

放
し
場
の
球
拾
い
で
時
給
２
５
０
円
。

８
時
間
勤
務
の
２
０
０
０
円
支
給
で

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
帰
っ
た
記

憶
が
あ
る
。

　

３・４
年
次
は
、家
庭
教
師
中
心
だ
っ

た
が
、２
軒
掛
け
持
ち
週
５
日
を
こ
な

渡
邉 

誠
吾

昭
和
53
年 

人
文
学
部
卒
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し
た
。バ
イ
ト
代
は
、ク
ラ
ブ
の
合
宿
費

や
運
転
免
許
証
の
取
得
、生
活
費
で

消
え
た
。

　

勉
強
に
力
を
注
い
だ
、と
い
う
の
は

ち
ょ
っ
と
お
こ
が
ま
し
い
が
、語
学
が
好

き
で
独
語
を
第
二
外
国
語
に
し
て
他

に
仏
語
、露
語
を
聴
講
し
た
。ラ
テ
ン

語
は
文
字
を
見
て
辞
退
し
た
。

　

し
か
し
、独
語
以
外
は
辞
書
を
購

入
し
な
か
っ
た
の
で
全
く
も
の
に
な
ら

な
か
っ
た
。ゼ
ミ
は
、尾
吹
ゼ
ミ
。教
養

課
程
の
試
験
で「
可
な
ら
不
可
」と

書
い
た
ら
本
当
に
そ
う
な
っ
た
。２
年

次
は
そ
う
も
い
か
ず
リ
ベ
ン
ジ
を
期
し

た
が
や
は
り
可
を
い
た
だ
い
た
教
授
で

あ
る
。主
に
米
国
判
例
の
研
究
で
言

論
の
自
由
に
関
す
る
論
客
で
あ
っ
た｢

ホ
ー
ム
ズ
判
事
、ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
判
事
」

の
名
前
は
今
で
も
記
憶
に
蘇
る
。半
田

ゼ
ミ
の
民
法「
４
大
公
害
訴
訟
」の
判

例
研
究
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
は
、硬
式
庭
球
部
に
所

属
し
た
。中
学・高
校
と
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
で
ト
ラ
ン
ペッ
ト
を
吹
い
て
い
た
人
間

な
の
で
レ
ベ
ル
は
上
が
ら
な
か
っ
た
が
、

諸
先
輩
の
温
か
い
指
導
や
合
宿
等
の
思

い
出
は
尽
き
な
い
。４
年
次
に
追
い
出
し

コ
ン
パ
の
恒
例
で
投
げ
ら
れ
た
食
堂
前

の
池
で
は
、水
の
冷
た
か
っ
た
こ
と
と
涙

が
熱
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

学
生
時
代
は
、往
復
毎
日
約
２
０
０

分
電
車
に
乗
っ
て
い
た
計
算
に
な
る
。

図
書
館
で
本
を
読
ん
だ
記
憶
は
あ
ま

り
無
く
、教
科
書
を
読
む
の
も
小
説

を
読
む
の
も
電
車
内
が
図
書
館
代
わ

り
。最
後
は
揺
れ
て
い
な
い
と
内
容
が

頭
に
残
ら
な
い
ほ
ど
。自
宅
の
机
で
勉

強
し
て
も
落
ち
つ
か
な
か
っ
た
。塾
の

テ
ス
ト
採
点
の
バ
イ
ト
も
車
内
で
や
っ

て
い
た
が
人
目
が
気
に
な
り
能
率
は
悪

か
っ
た
。

２
．社
会
の
荒
波
へ

～
我
以
外
皆
我
師
～

　

１
９
７
８
年
３
月
に
大
学
を
卒
業

後
、電
電
公
社（
現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）に
入

社
し
た
。当
時
、オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で

就
職
に
あ
た
っ
て
の
第
一
希
望
は
、東

卒業生便り

千葉大学校友会報 No.611

職場の仲間との懇親（旭川時代：筆者　左から４人目） 富良野スキー場にて　筆者（右端）



京
電
力
だ
っ
た
。東
京
電
力
本
社
訪
問

後
の
あ
る
日
、有
楽
町
駅
に
向
か
っ
て

帰
る
途
中
、「
入
社
願
書
受
付
中
」と
い

う
看
板
が
目
に
留
ま
っ
た
。試
験
日
が

11
月
３
日
と
休
日
の
こ
と
も
あ
り
、こ

れ
も
な
に
か
の
力
試
し
と
願
書
を
も

ら
っ
て
帰
っ
た
。そ
こ
が
電
電
公
社
だ
っ

た
。午
前・午
後
の
試
験
。そ
の
後
の
作

文・面
接
を
受
け
て
運
よ
く
晴
れ
て
入

社
の
運
び
と
な
っ
た
が
、人
生
は
何
が
幸

い
す
る
か
本
当
に
わ
か
ら
な
い
。第
一
希

望
に
入
社
で
き
て
い
た
ら
今
は
全
く
別

の
人
生
を
歩
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

大
き
な
失
敗
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

私
個
人
と
し
て
は
受
験
勉
強
と
会
社

訪
問
は
も
う
ご
め
ん
こ
う
む
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

電
電
公
社
に
入
社
後
、北
は
旭
川
、

札
幌
。西
は
神
戸
、広
島
と
あ
ち
こ
ち

転
勤
を
経
験
し
た
。

　

若
い
と
き
は
、行
く
先
々
で
人
と
の

そ
し
て
恵
ま
れ
た
自
然
と
の
出
会
い

が
あ
り
全
て
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
人

格
・
人
生
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。し
か
し
、人
生
50
年
を
迎
え
た

と
き
、心
に
空
虚
な
気
持
ち
が
よ
ぎ
っ

た
。自
分
を
育
て
て
く
れ
た
埼
玉
に

ま
だ
何
も
恩
返
し
が
出
来
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。お
り
し
も
異
動
希
望
提

出
の
時
期
を
迎
え
、私
は
、地
元
埼
玉

に
根
差
し
た
地
域
貢
献
活
動
・
青
少

年
の
健
全
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
こ

と
、自
分
が
サ
ッ
カ
ー
好
き
で
あ
る
こ

と
等
を
熟
考
し
て
希
望
欄
に「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」と
い
う
会
社

名
を
記
入
し
た
。

　
　
　

３
．大
宮
を
愛
す
る
全
て
の
人
に

支
え
ら
れ
て 
～
地
域
の
た
め
に
～

　

希
望
が
叶
い
、２
０
０
７
年
１
月
12

日
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

社
長
に
就
任
し
た
。プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ「
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
」の
運
営
会

社
で
あ
り
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
子
会

社
で
あ
り
な
が
ら
異
質
の
会
社
で
あ

る
。か
く
し
て
通
信
事
業
し
か
知
ら
な

い
人
間
が
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

へ
と
足
を
踏
み
出
し
た
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
様
へ
の
ご
挨
拶
も
さ
る

卒業生便り

千葉大学校友会報 No.6 12

ワールドカップ南アフリカ大会　筆者（中央） 北京五輪でのスナップ



こ
と
な
が
ら
緊
張
し
た
の
は
就
任
６

日
後
に
行
わ
れ
た
新
体
制
記
者
会

見
。Ｊ
１
リ
ー
グ
３
年
目
と
新
参
者
で

あ
る
が
、社
長
、監
督
、新
入
団
選
手

の
お
披
露
目
は
そ
れ
な
り
の
関
心
事

で
あ
る
。30
人
位
の
報
道
陣
を
前
に

決
意
を
表
明
す
る
。こ
れ
が
最
初
の
メ

デ
ィ
ア
対
応
だ
っ
た
が
、そ
の
後
、試
合

前
や
試
合
後
折
り
に
触
れ
て
社
長
と

し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
る
。気

の
利
い
た
コ
メ
ン
ト
が
出
来
れ
ば
良
い

の
だ
が
絶
対
的
に
語
彙
が
不
足
し
て
い

た
。こ
の
と
き
ほ
ど
読
書
を
重
ね
、歴

史
的
洞
察
力
や
社
会
的
教
養
、語
彙

を
増
や
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ

た
こ
と
は
無
い
。

　

地
元
で
働
け
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
退
路
を
断
ち

骨
を
埋
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
。爾
来
、社

長
在
任
中
の
３
年
10
个
月
は
本
当
に

夢
の
よ
う
に
過
ぎ
た
。海
外
・
国
内
キ
ャ

ン
プ
、ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

各
種
地
域
活
動
へ
の
参
加
、行
政
対

応
、ス
ポ
ン
サ
ー・サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
交

流
、リ
ー
グ
戦
始
め
チ
ー
ム
全
試
合
の

観
戦
、北
京
五
輪
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

観
戦
、監
督
の
人
選
、選
手
獲
得
交
渉

等
。現
場
で
見
た
感
動
の
ゴ
ー
ル
も
全

て
頭
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

　

一
番
の
思
い
出
は
な
ん
と
い
っ
て
も

２
０
１
０
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

南
ア
フ
リ
カ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
観
戦

で
あ
る
。Ｊ
リ
ー
グ
チ
ェ
ア
マ
ン
、各
ク

ラ
ブ
の
社
長
と
と
も
に
参
加
し
た
が
、

世
界
の
ス
タ
ー
が
集
う
サ
ッ
カ
ー
界
最

高
峰
の
大
会
、日
本
戦
２
試
合
含
め
５

試
合
観
戦
し
た
が
、間
近
で
見
た
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
の
プ
レ
ー
は
、今
思
い
出
す

だ
け
で
も
感
動
で
身
体
が
震
え
る
。

　

し
か
し
、好
事
魔
多
し
。２
０
１
０

年
10
月
、不
祥
事
が
発
覚
し
て
謝
罪

会
見
を
行
い
、引
責
辞
任
す
る
こ
と
を

心
に
決
め
た
試
合
前
、い
つ
も
の
よ
う

に
ス
タ
ジ
ア
ム
の
入
場
口
前
で
サ
ポ
ー

タ
ー
を
出
迎
え
た
。迷
惑
を
か
け
た
サ

ポ
ー
タ
ー
か
ら
の
罵
声
を
覚
悟
し
て
い

た
が
、皆
が
駆
け
寄
っ
て
き
て
く
れ
て

「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。」「
ま
た
帰
っ

て
来
い
よ
。」と
握
手
を
求
め
て
く
れ

た
。本
当
に
優
し
い
温
も
り
を
感
じ
る

手
で
、感
謝
の
気
持
ち
で
涙
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
。

　

志
半
ば
で
の
辞
任
は
、本
当
に
悔
い

が
残
っ
た
。ス
ポ
ン
サ
ー
様
等
へ
の
お
わ

び
行
脚
の
際
も
恥
ず
か
し
な
が
ら
悔

し
涙
で
言
葉
が
出
て
こ
な
か
っ
た
。当

時
に
比
べ
れ
ば
、ひ
び
の
入
っ
た
心
は

大
分
修
復
さ
れ
て
き
た
が
な
か
な
か
元

に
は
戻
ら
な
い
。し
か
し
、皆
様
に
支
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
辞
任
後
の
辛
か
っ

た
空
白
期
間
に
改
め
て
感
じ
た
。手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
大
勢
の
人
が
い

た
。辛
い
試
練
を
乗
り
越
え
て
人
の
痛

み
が
感
じ
ら
れ
る
人
間
に
な
り
改
め
て

人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た

気
が
す
る
。お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に

は
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、縁
あ
っ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
㈱
ア
イ・エ
ス・

エ
ス
で
元
気
に
勤
務
し
て
い
る
。契
約

書・決
算
資
料
等
を
始
め
お
客
様
の
機

密
資
料
を
万
全
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
お

預
か
り
す
る
会
社
で
す
が
、保
管
ス
ペ
ー

ス
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
。皆
様

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

卒業生便り

渡邉 誠吾氏 プロフィール

㈱アイ・エス・エス　代表取締役社長
TEL： （０３）３８６５－３１３３
E-mail: watanabe@iss-jpn.co.jp
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東日本-千葉 副社長法人営業部長、NTT
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ジャ）代表取締役社長を経て2011年現
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いい加減だと言い訳ばかり」。
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千
葉
大
学
校
友
会
で
は
、学
部
同
窓

会
の
枠
を
越
え
て
千
葉
大
学
関
係
者

（
卒
業
生
、退
職
者
、現
役
学
生
、在
職

者
）が
交
流
を
図
り
、千
葉
大
学
で
培
っ

た
絆
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、２
０
０
７
年
か
ら
独
自
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー

ビ
ス
）で
あ
る「C

urio

」の
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。２
０
１
２
年
７
月
時
点
の
会

員
数
は
約
３
５
０
０
名
で
あ
り
、千
葉

大
学
関
係
者
全
体
か
ら
み
れ
ば
ま
だ
わ

ず
か
で
す
が
、管
理・運
営
方
針
を
検
討

す
る
事
務
局
の
会
合
を
毎
月
開
催
し

て
シ
ス
テ
ム
や
内
容
の
手
直
し
を
重
ね

な
が
ら
、千
葉
大
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
形
成

に
資
す
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割
を

果
た
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 

今
年
度
中
に
行
わ
れ
た「C

urio

」の
大

き
な
変
更
点
の
１
つ
が
、facebook

と

の
連
携
で
す
。

  

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
数
多

く
の
交
流
手
段
や
情
報
発
信
手
段
が

あ
り
、そ
の
１
つ
に
過
ぎ
な
い「C

urio

」
facebook

と
の
連
携

が
単
独
で
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
役

割
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。す
で
に

facebook

やTw
itter

を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
に
と
っ
て
は
、「C

urio

」の
利
用

は
二
度
手
間
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ま
た「C

urio

」と
し
て
も
、果
た
す

こ
と
が
役
割
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に

は
、「C

urio

」と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
あ
る
こ
と

自
体
を
多
く
の
千
葉
大
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

メ
ン
バ
ー
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

  

そ
こ
で
今
年
度
は「C

urio

」の
会
員

がfacebook

の
会
員
で
も
あ
る
場
合

に
は
、「C

urio

」の
会
員
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
そ
れ
ぞ
れ
のfacebook

の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン（
活
動
履
歴
）を
自
動
的
に
表

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ス

テ
ム
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

facebook

の
中
に
も「C

urio

」の
ペ
ー

ジ
を
設
け
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
新
し
い

仕
組
み
を
用
い
て
、「C

urio

」の
存
在

をfacebook

を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
取

り
組
み
し
て
い
き
ま
す
。

 

「C
urio

」の
事
務
局
が
呼
び
か
け
を
し

﹁
千
葉
大
写
真
館
﹂

て
、「C

urio

」の
中
で
の
活
動
を
活
性

化
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
も
続

け
て
い
ま
す
が
、最
近
多
く
の
会
員
の

方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
が「
千
葉
大
写
真
館
」で
す
。

  

千
葉
大
学
自
体
も
時
の
流
れ
の
中
で

発
展
し
、姿
を
変
え
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、特
に
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
大
学
で

過
ご
し
た
時
代
の
想
い
出
深
い
写
真
を

ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。「C

urio

」事
務
局
と
し
て
は
、こ
れ

ま
で
以
上
に
積
極
的
に
掲
載
可
能
な

写
真
を
収
集
し
、ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

  

ま
た
会
員
の
皆
様
か
ら
の
写
真
の
提

供
も
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

  

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る「C

urio

」に
は
、会
員
が

自
由
に「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」と
い
う
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

  

「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」は
、複
数
の
会
員
が

「C
urio

」の
中
で
１
つ
の
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
交
流

を
深
め
て
い
く
仕
組
み
で
す
。そ
し
て

連
絡
網
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 千葉大校友会SNS
Curioの活動とこれから
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「C
urio

」事
務
局
で
は
、そ
の「
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
」を
、千
葉
大
学
で
培
っ
た
絆
を
つ
な

い
で
い
く
た
め
の
連
絡
網
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

す
で
に
絆
の
あ
る
会
員
の
方
々
で
１
つ

の「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」を
作
っ
て
い
た
だ
く
だ

け
で
連
絡
網
が
出
来
上
が
り
ま
す
。「
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
」の
メ
ン
バ
ー
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を一

括
送
信
す
る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
だ

け
で
な
く
、掲
示
板
や
イ
ベ
ン
ト
の
機
能

を
用
い
て
、書
類
の
配
布
を
行
っ
た
り
、

会
合
の
日
程
調
整
を
行
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

 

「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」の
中
で
の
や
り
と
り
は
、

「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」の
メ
ン
バ
ー
以
外
の
会

員
に
は
非
公
開
に
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
の
で
、非
常
に
安
全
性
の
高
い
連
絡

手
段
と
な
り
ま
す
。

  

ま
た
、「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」を
用
い
た
連
絡

網
で
あ
れ
ば
、メ
ン
バ
ー
の
方
の
メ
ー
ル・

ア
ド
レ
ス
を
管
理
者
の
方
が
把
握・管
理

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
出
来

上
が
っ
た
連
絡
網
を
、別
の
会
員
の
方

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

管
理
負
担
の
小
さ
い
安
定
的
な
連
絡

手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
で

今
後
に
向
け
て

き
る
で
し
ょ
う
。

  

「C
urio

」の
活
動
に
関
し
て
は
、昨
年

度
の
校
友
会
総
会
で
、「
同
窓
会
名
簿

と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
」と
い
う

方
針
に
つい
て
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「C

urio

」事
務
局
で
は
今
後
も

そ
の
た
め
の
活
動
や
シ
ス
テ
ム
変
更
の

検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、現
実
に「C

urio

」を
同
窓
会
名
簿

と
し
て
整
備
し
て

い
く
た
め
に
は
、

各
学
部
同
窓
会

や
校
友
会
会
員

の
皆
様
の
ご
理

解
と
連
携
の
強

化
が
必
要
で
す
。

　

ぜ
ひ「C

urio

」

の
活
動
に
関
心

を
持
ち
、い
ろ
い

ろ
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お

願
いい
た
し
ま
す
。

「Curio」の活動の詳細や事務局への連絡につきましては
下記のサイトをご覧ください。

株式会社千葉銀行
資産承継サポートデスク　TEL:043-301-8178

千葉大学ＳＥＥＤＳ基金の
ご支援、ご協力のお願い

ご支援いただける方には所得税控除、或いは法人税
全額損金算入のメリットがございます。
また、遺贈によるご寄附を承っております。一般のご
寄附と同様、税制上の優遇措置がございます。
校友の皆様のご支援・ご協力をお待ちしています。

千葉大学のより一層のご発展のために
遺言を活用した遺贈によるご寄付
のお手伝いをさせていただきます。

当行では、遺言書の作成に関するご相談や、作成のお手
伝い、遺言書の保管・執行までをサポートいたします。

【遺言信託（遺言執行引受予諾業務）手数料】（平成24年4月１日現
在、消費税等含む） ●遺言作成時：引受予諾料210,000円 ●遺言書
保管中：遺言書保管手数料月額420円 ●遺言書変更時：変更手数料
52,500円 ●遺言執行時：執行報酬（財産評価基本通達に基づく相続
税評価額による執行対象財産額（課税価格の特例等により減額され
る前の評価額））に当行所定の料率を乗じた額の合計額（但し最低報
酬額は105万円） ●詳しくは下記までお問い合わせください。

同窓会・同期会・サークル等のイベントを母校で
行いませんか。卒業生室では学内の会場確保や
施設案内等の支援をさせていただいております。
事前の連絡をお待ちしています。ご検討ください。

校友の皆様へ

写真は去る６月30日にけやき会館で行われた
工学部電気工学科 第14回生同窓会の様子です。

元気いっぱいに
“千葉大学歌”斉唱

株式会社千葉銀行
資産承継サポートデスク　TEL:043-301-8178

千葉大学ＳＥＥＤＳ基金の
ご支援、ご協力のお願い

ご支援いただける方には所得税控除、或いは法人税
全額損金算入のメリットがございます。
遺贈によるご寄附を承っております。一般のご寄附
と同様、税制上の優遇措置がございます。
校友の皆様のご支援・ご協力をお待ちしています。

千葉大学のより一層のご発展のために
遺言を活用した遺贈によるご寄付
のお手伝いをさせていただきます。

当行では、遺言書の作成に関するご相談や、作成のお手
伝い、遺言書の保管・執行までをサポートいたします。

【遺言信託（遺言執行引受予諾業務）手数料】（平成24年4月１日
現在、消費税等含む） ●遺言作成時：引受予諾料210,000円 ●遺
言書保管中：遺言書保管手数料月額420円 ●遺言書変更時：変更
手数料52,500円 ●遺言執行時：執行報酬（財産評価基本通達に
基づく相続税評価額による執行対象財産額（課税価格の特例等
により減額される前の評価額））に当行所定の料率を乗じた額の合
計額（但し最低報酬額は105万円） ●詳しくは下記までお問い合わ
せください。

同窓会・同期会・サークル等のイベントを母校で
行いませんか。卒業生室では学内の会場確保や
施設案内等の支援をさせていただいております。
事前の連絡をお待ちしています。ご検討ください。

校友の皆様へ

写真は去る６月30日にけやき会館で行われた
工学部電気工学科 第14回生同窓会の様子です。

元気いっぱいに
“千葉大学歌”斉唱
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